
広報
■● 1992

Nα392

平成4年7月9日
■発行　新潟県松代町役場総務課　盈02559（7）2220　FAXO2559（7）2526

撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
難

　
驚
　
　
　
　
扇
欄
　
穎

　
　
　
　
　
　
　
　
輻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

軸
、
　
、
　
離
　

　
鞭
　
、

　
　
　
　
謡
灘
難
藁
　
灘
　
縫
舞

　
　
　
　
欄
撚
難
難
嚢
　
－

　
　
．
撮
藁

羅
・
、
　
繊
簿
嚢
難
楼

　
　
運
、
羅
、
灘
禦
難
騰
轄
霧
灘

　
癖
　
　
　
㎜F

鰹
難
闘
鰹
瑚
齢
、
擁

　
　
　
　
灘
翻
難
灘
　
　
糞
　
　
　
　
購

　
　
　
　
　
　
　
　
、
垂
馨
灘
謹
覇
懸
醗
，
　
灘
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
纂
、
’

　
　
　
　
　
・
、
繋
㎜
灘
難
蟻
蝦
、
　
甥
、

霧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
，
欝

灘
　
　
　
、
、
，
　
■
．
．
　
灘
ー
…
鰍
｝
輝
、
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
灘
藤
　
縫
襲
灘
馨

纒一

　　　　鱗

　　　　　　醸

鐘

鍵

灘

　　　惣．i
l、、舳瞬瀞演．、．　一一

　　　　　灘
　　　　　霧　　糞麟
避雛撚躍灘　競．難、一＿＿　　、、

灘 黙　
灘

撒

撚

灘

　
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
灘

難

轍　　
鑛

磁
…

「松月の舞」に酔う

　舞踊団体「松月会」　（高野歌子会長）の皆さ

んによる第4回「おさらい会」が6月28日、松
代中学校体育館で行われました。

　当日は、町内の舞踊団体「白雪会」など10団

体が協力出演し、舞台で繰り広げられる華やか
な踊りに、約500人の観客は時間のたつのも忘れ

て、惜しみない拍手を送っていました。

主
な
内
容

デイサービスセンター建設へ……②

巡回交通安全指導開催中…………④

みんなのトピックス………………⑥

東京発、文芸……・…………・・…⑧⑨

お知らせ……………・・…・……⑩～⑬

ひ　と……・……・……・……………⑭
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在
宅
福
祉
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
の
起

工
式
が
六
月
三
日
行
わ
れ
、
来
年
四
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
㌦
松
代
部
落

字
下
町
（
広
徳
寺
下
）
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
総
事
業
費
は
約
三
億
円
（
国
県
補
助
一
億
円
）
で
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
て
延
べ
千
二
百
五
平
方
メ
ー
ト
ル
。
一
階
に
は
ボ
イ
ラ

ー
室
や
車
庫
、
二
階
に
は
日
常
動
作
訓
練
室
、
浴
室
、
食
堂
な
ど
が
設
け

ら
れ
、
お
年
寄
り
な
ど
の
心
身
機
能
の
維
持
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
概
要
な
ど
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

▲順調に進む建設工事。左奥

に見える白い鉄筋コンクリー

トの建物は松代病院。

灘灘懸羅麟
：璽醗

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
セ
ン
タ
ー
と
は

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
は
、

介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
や
体

の
不
自
由
な
方
を
月
に
数
回
、
昼
間

だ
け
お
預
か
り
し
て
、
入
浴
・
食
事
・

機
能
回
復
訓
練
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
・
生
活
指
導
な
ど
を
行
う
施
設
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
年
寄
り
な
ど

の
自
立
的
生
活
の
手
助
け
や
社
会
的

孤
独
感
の
解
消
、
心
身
機
能
の
維
持

向
上
と
、
介
護
す
る
家
族
の
負
担
を

軽
く
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
家
庭
か
ら
の
送
迎
は
、
セ
ン
タ

ー
の
専
用
の
車
で
行
う
ほ
か
、
家
庭

介
護
教
室
や
介
護
相
談
も
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

灘

▲6月3日、関係者が出席して行わ
れた起工式。工事の安全を祈願。

利
用
で
き
る
人

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
老
人
憩
い
の
家

「
渋
海
荘
」
や
総
合
セ
ン
タ
ー
の
よ

う
に
、
誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る

施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
は
登

録
制
で
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
て
い
た

だ
き
、
決
め
ら
れ
た
日
に
ご
利
用
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
利
用
で

き
る
方
は
、
次
の
よ
う
な
方
と
な
り

ま
す
。

①
　
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
で
あ

　
っ
て
、
身
体
が
虚
弱
の
た
め
に
日

　
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

　
方
と
介
護
し
て
い
る
方
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
有
す
る

　
方
で
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支

　
障
が
あ
る
方
と
介
護
し
て
い
る
方
。

利
用
料
金
は

　
利
用
料
金
な
ど
は
、
ま
だ
決
定
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
決
ま
り
次
第

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
職
員
は
セ
ン
タ
ー
長
、
看

護
婦
、
調
理
師
、
介
護
・
機
能
訓
練

業
務
職
員
な
ど
、
八
名
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
日
十
五
人
以
上
の
ご
利
用
を
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

職
員
だ
け
で
は
手
が
足
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協

力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
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今
、
な
ぜ
在
宅
福
祉
な
の
か

　
高
齢
化
現
象
の
中
で
も
、
特
に
急

速
に
進
ん
で
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る

後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以
上
）
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
寝

た
き
り
、
痴
呆
な
ど
、
よ
り
高
度
な

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
量
的

な
増
大
を
意
味
し
て
お
り
、
今
ま
で

の
施
設
福
祉
か
ら
在
宅
福
祉
へ
と
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
な
充
実
と
と

南側立面図

一

＼ 　　　＼

、
縄　　　　　　／

　　　　　￥

　　　　唱

　　　　　ノ

、
．

〆 　》

／
7　　　　　く

西側立面図も
に
、
多
様
化
と
質
の
向
上
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
県
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
家
庭
で
の

介
護
を
受
け
て
い
る
お
年
寄
り
の
七

割
が
、
　
「
年
を
と
っ
て
も
、
体
が
不

自
由
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

や
家
庭
で
生
活
し
た
い
」
と
、
施
設

で
は
な
く
家
庭
で
の
生
活
を
望
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
老
人

の
希
望
を
か
な
え
る
に
は
家
族
の
力

だ
け
で
は
実
現
が
難
し
く
、
社
会
の

力
（
制
度
）
に
よ
っ
て
支
援
さ
れ
て

初
め
て
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
国
で
ば
、
　
「
高
齢
者
保
健
福
祉
推

進
十
か
年
戦
略
」
　
（
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ

ン
）
を
制
定
し
、
在
宅
福
祉
・
施
設

福
祉
・
老
人
保
健
事
業
等
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
在
宅
福

祉
で
は
、

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス

③
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
三
本
の
柱
と
し
て
大
幅
な
拡
充
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り

　
　
　
老
人
ゼ
ロ
ヘ

　
日
本
は
、
諸
外
国
に
比
べ
「
寝
た

き
り
」
の
発
生
率
が
高
く
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
－
い
ま
す
。

　
高
齢
者
は
、
そ
の
活
動
が
何
ら
か

の
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
不
活
発
に
な

る
と
、
そ
の
こ
と
が
心
身
機
能
の
衰

弱
を
加
速
す
る
と
い
う
悪
循
環
を
形

成
し
、
つ
い
に
は
寝
た
き
り
の
状
態

に
陥
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
日
本
で

は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
寝
た
き
り
は

避
け
難
い
と
受
け
止
め
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
が
、
寝
た
き
り
の
か
な
り
の

部
分
は
、
適
切
な
訓
練
と
介
護
に
よ

り
十
分
予
防
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。　

今
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
に
よ
り
、
寝
た
き
り
老
人
の

減
少
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
な
ど
が

図
ら
れ
、
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会

が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

ス
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2　上平面翼
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DN

U　P

ス
ロ
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1
玄
関

物置
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　ネ
　ン
　庫

入　’

8

ス
ロ
1
プ

受付　　　　　　一

　　　事務室

物置 物置更衣室甥弗室 ，福祉情報提供コーナー

（福祉機器等展示コーナー）
押 1

　　　　　O

　　　「
休養室．

5

1
1

口i

休憩室 一　　　　〇　　　　　一　　　　一
日常動作訓練室 集会室 研修室1
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一　　■■ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煙
回

町
内
巡
回
交
通
安
全
指
導
開
催
中

　
た
だ
今
、
町
で
は
交
通
安
全
対
策

の
一
還
と
し
て
、
部
落
・
各
種
団
体

の
要
望
に
よ
り
「
巡
回
交
通
安
全
指

導
」
を
警
察
の
協
力
の
も
と
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
に
つ
き
ま
し
て
は
左
下
の
表
の

と
お
り
で
す
。

　
今
後
、
交
通
指
導
を
開
催
希
望
の

部
落
・
各
種
団
体
等
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
ヵ
月
前
ま
で
に
役
場
総
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
開
催
希
望
は
、

七
～
九
月
ま
で
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
交
通
安
全
指
導
の
内
容

と
し
で
は
、
警
察
か
ら
交

通
安
全
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
映
画
を
上
映
し
、

一
時
間
二
十
分
位
の
予
定

で
す
．

●
■

一
－
一

▲
千
年
公
民
館
で
講
話

　
を
す
る
山
川
派
出
所

　
長巡回交通安全指導開催地区

▲6月7日会沢地区での開催

月　日 部落名 主　　　催 参　加　者

5／28 松　代 婦　人　会 婦人　60名

5／30 池之畑 婦　人　会 一般　30名

5／31 太　平 区 一般　50名

6／6 小荒戸 区 一般　30名

6／7 会　沢 区 一般　50名

〃 菅　刈 区
，

一般　50名

6／10 田　沢 婦　人　会 一般　25名

6／19 千　年 婦　人　会 一般　30名

6／21 清　水 婦　人　会 一般　25名

6／26 蓬　平 老人クラブ 一般　30名

7／19 室　野 老人クラブ 一般

↑
（予定）
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本　儀苧犬桐池太　　松部＿儀苧犬蓬桐太　　　　松部（　　 ．、

覇
壕
『
睾
…
聖
睾
睾
…
睾
寒
霧
睾
霧
寒
寒
…
㎜

む
し
歯
の
な
い

一
歳
六
か
月
児

儀苧犬蓬桐太　　　　松部
　　　　　　　　　　　　ノノ　　

明島伏平山平　　　　代落
　
氏
　
名

小
野
島
彬
子

石
口
　
美
笛

出
村
　
沙
貴

高
野
　
翔
汰

関
谷

建
太

相
沢
　
一
樹

川
崎
真
人

若
井
　
千
恵

小
嶋
な
つ
み

菅
井
　
亮
人

小
堺
　
翔
太

保
護
者

義
　
隆

牧
　
男

　
豊

　
武

則
　
雄

栄
　
一

三
千
夫

三
　
義

　
満

藤
　
延

新
　
一

二

歳

1日

ノし

木　儀苧犬桐池太　　松部
留〃　　之〃〃原　明島伏山畑平　　代落

　
氏
　
名

高
沢
　
紗
織

五
＋
嵐
春
彦

重
野
　
雄
介

山
岸
玲
子

市
川
め
ぐ
み

寺
崎
恵
美

山
本
あ
ゆ
み

柳
　
さ
を
り

高
橋
　
勇
貴

小
堺
　
重
明

中
沢
　
政
文

保
護
者

昭
　
夫

　
博孝

雄

正
　
孝

淳
　
士

松
太
郎

　
浩

康
太
郎

　
剛

清
　
春

　
実

よ
い
歯
の
子

　
　
　
　
（
春
の
健
診
現
在
）

二
歳
六
か
月
児保

護
者

隆
　
至

　
護

友
　
美

　
靖

常
　
夫

　
勇

二
　
郎

康
　
男

君
　
男

　
浩

　
博

成
　
一

』M雅』M雅』M四鰍勝』閥卿』M雅』㎜窃齢』M雅』膨一四聯』M鰍』嚇魍勲処詠聯』駆働』墜〃魍鰍勝』㎜～』蹴・』勲匹』膨㎜』㎜一㎜凶購凋黙撚』㎜』M聯』甲吻聯』駆齢』鰍偽』M雅』鰍匹』M解、』國M雅』M偽』購’』M野』M聯』M聯』㎜凋㎜凋脈齢』嚇雅』M’』鰍四勲催
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　室蒲蓬田菅太　　　　松部
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　野生平沢刈平　　　　代落
　
氏
　
名

小
堺
　
拓
侑

柳
　
　
太
志

関
谷
　
紗
智

関
谷
　
絵
梨

関
谷
　
　
綾

相
沢
健
太

柳
　
　
裕
太

市
川
　
大
地

若
井
　
　
純

　
　
ラ

東
城
健
一
郎

米
持
　
和
成

斉
木
　
千
里

三

歳

i日

ノし

蓬清部

平水落

小秋
堺山氏

典広名
子志

保
護
者

正
　
行

健
一
郎

三
歳
六
か
月
児

　千　松部
ノノ　　　　

　年　代落

佐柳黒高
藤　田野氏

将鮎　裕名
吾美彩貴

正信広　保
　　武護男夫幸　者
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も
う
、
リ
マ
げ
“
せ
ま
せ

　
　
　
　
新
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
完
成

　
こ
の
ほ
ど
、
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
高

ざ
十
五
折
、
延
長
百
十
三
材
の
新
バ

ッ
ク
ネ
ッ
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。
今

ま
で
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
高
さ
が
八

層
だ
っ
た
た
め
、
野
球
の
フ
ァ
ー
ル

ボ
ー
ル
が
ネ
ッ
ト
を
越
え
て
近
所
の

家
や
畑
に
落
ち
、
タ
マ
げ
さ
せ
て
い

た
も
の
で
す
。
ご
近
所
の
方
、
大
変

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
完
成
に

よ
り
、
グ
ラ
ン
ド
の
外
に
飛
び
出
る

ボ
L
ル
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
家

屋
や
人
へ
の
危
険
も
な
く
な
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
も
、
こ
の
完
成
を

一
番
喜
ん
で
い
る
の
は
、
案
外
、
玉

拾
い
を
す
る
松
高
野
球
部
の
新
入
部

員
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
…
？
。

》完
成
し
た
新
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

　
　
　
6
月
5
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

優
勝
　
蓬
平
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
太
平
チ
ー
ム

三
位
　
犬
伏
A
チ
ー
ム

四
位
　
蒲
生
A
チ
ー
ム

第
1
0
回
松
代
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
6
月
1
4
日
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
・

優
勝
　
室
野
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ブ
ス

ニ
位
　
松
代
ブ
ル
ー
バ
ー
ド

三
位
　
鉄
道
公
団
ト
ン
ネ
ル
ズ

四
位
　
伊
沢
ロ
ー
ド
ウ
ォ
ー
リ
ァ
ー
ズ

第
1
7
回
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
6
月
2
1
日
　
町
総
合
体
育
館

優
勝
　
T
P
W
チ
ー
ム

ニ
位
　
松
之
山
高
校
チ
ー
ム

三
位
　
松
代
高
校
チ
ー
ム

四
位
　
ス
ク
ラ
ッ
プ
マ
マ
チ
ー
ム

町
長
杯
争
奪
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

四三二優
位位位勝
　　　　6市五植高月
　十　　 28

川嵐木橋日

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

　
　
清
（
松
代
）

直
栄
（
松
代
）

文
夫
（
松
代
）

健
　
一
（
松
代
）

第
9
回
春
季
隣
接
市
町
村
親
善
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
　
5
月
31
日
　
町
総
合
体
育
館

◎
男
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
　
武
田
　
桂
一
・
高
野
　
義
春

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
協
会
）

二
位
　
中
島
　
孝
之
・
涌
井
　
　
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
南
高
校
）

三
位
　
畑
中
　
耕
生
・
坂
場
　
伸
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
南
高
校
）

◎
女
子
ダ
ブ
ル
ス

一
位
　
樋
ロ
ミ
エ
子
・
内
山
ひ
と
み

　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
南
高
校
）

二
位
　
小
嶋
　
玲
子
・
小
堺
　
直
美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
代
協
会
）

三
位
　
井
川
ま
ゆ
み
・
富
井
　
弘
美

　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
南
高
校
）

◎
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
　
高
野
　
義
春
（
松
代
協
会
）

二
位
　
石
口
　
博
雄
（
　
〃
　
　
）

三
位
　
羽
鳥
　
茂
雄
（
川
西
協
会
）

◎
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

一
位
　
山
田
ア
ユ
ミ
（
津
南
高
校
）

二
位
　
福
嶋
　
修
子
（
津
南
高
校
）

三
位
　
福
原
　
史
子
（
松
之
山
羽
球
会
）

規
約
の
一
部
を
改
正

　
去
る
六
月
六
日
、
松
代
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
i
（
清
水
小
学
校
）
に
於

い
て
、
松
代
町
青
少
年
育
成
町
民
会

議
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
三
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
、
平
成
四
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
、
規
約
の
一
部
改

正
並
び
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。　

規
約
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
決
議

機
関
の
総
会
を
評
議
員
会
に
改
め
、

評
議
員
は
各
部
落
の
区
長
さ
ん
に
お

新役員名簿

任期平成6年

願
い
す
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
、
平
成

五
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
記
念
行
事
と
し

て
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
安
塚
中
学
校
長
、
竹
内

明
恒
氏
を
招
き
、
「
心
豊
か
な
子
供
の

た
め
の
家
庭
・
地
域
に
望
む
も
の
」

と
題
し
て
、
現
場
で
の
体
験
を
伴
っ

た
よ
い
お
話
し
が
あ
り
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

新
し
い
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

役職　名 氏　　　　名

会　　　　　長 市　　川　　明　　治

副　　会　　長 柳　　　　　一　　郎

柳　　　　　　　　武

運　営　委　員 古田島　　徳　　夫

白　　川　　鷹　　司

竹　　内　　　　　実

小　　堺　　勇治郎

関　　谷　　拓　　雄

鈴　　木　　益　　夫

古　　島　　トシ子

村　　山　　絹　　子

武　　田　　三　　郎

佐　　藤　　公　　男

監　　　　　事 小　　堺　　哲　　夫

樋　　口　　堅　　一
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第
5
回
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

　
　
　
　
歩
い
た

町
教
育
委
員
会
主
催
の
第
五
回
ナ

イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
が
、
六
月
六
日
夜
か

ら
七
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
九
十
五

人
（
男
6
7
、
女
2
8
）
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
の
コ
ー
ス
は
、
昨
年
と
同

じ
「
総
合
体
育
館
～
菅
刈
～
会
沢
～

桐
山
～
岡
野
町
～
田
代
～
体
育
館
」

で
、
延
長
約
三
十
キ
。
と
な
っ
て
い
ま

す
。

歩
い
た
3
0

　
午
後
九
時
に
体
育
館
前
を
出
発
し

た
参
加
者
は
、
途
中
、
疲
れ
の
た
め

足
に
痛
み
を
覚
え
た
り
、
豆
の
で
き

る
人
も
あ
り
ま
し
た
が
、
速
い
人
は

午
前
三
時
十
八
分
に
、
遅
い
人
で
も

四
時
十
八
分
に
出
発
地
の
町
総
合
体

育
館
前
に
到
着
し
、
全
員
無
事
「
完

歩
」
い
た
し
ま
し
た
。

　
車
の
普
及
に
よ
り
歩
く
こ
と
が
少

・
串

な
く
な
っ
た
昨
今
で
す
が
、
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
は
、
こ
の
日
ば
か
り
は

歩
く
こ
と
を
十
二
分
に
味
わ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
な
お
、
参
加
者
の
最

年
少
は
六
歳
の
小
堺
裕
司
君
（
蓬
平
）
。

最
年
長
は
六
十
五
歳
の
佐
藤
タ
ツ
さ

ん
（
松
代
）
で
し
た
。

米
持
藤
越
さ
ん
（
雌
躯
）

民
謡
チ
ヤ
リ
テ
ィ
シ
ョ

付金が贈られる

▲
三
味
線
を
　
ッ
ク
に
民
謡
を

歌
う
米
持
藤
越
さ
ん

　
奴
奈
川
小
学
校
後
援
会
主
催
の

「
米
持
藤
越
（
本
名
勇
）
帰
郷
公
演
民

謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
」
が
六
月
二

十
一
日
、
奴
奈
川
小
学
校
体
育
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ

ョ
ー
は
、
米
持
さ
ん
が
古
里
を
後
に

し
て
三
十
年
過
ぎ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
昨
年
か
ら
同
校
後
援
会
を
中
心

に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、

こ
の
シ
ョ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
販
売
代

金
四
十
七
万
余
円
は
、
同
校
後
援
会

に
贈
ら
れ
、
教
育
施
設
の
整
備
な
ど

に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

β
催

す
。　

現
在
、
米
持
さ
ん
は
神
奈
川
県
小

田
原
市
に
在
住
さ
れ
、
東
芝
レ
コ
ー

ド
専
属
民
謡
歌
手
、
日
本
民
謡
影
沢

流
藤
越
会
々
主
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
十
五
年
前
に
も
当
時
の
室
野

小
学
校
で
民
謡
シ
ョ
ー
を
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
地
元
小
学
生
や
住
民
を

始
め
と
し
て
、
町
の
内
外
か
ら
民
謡

フ
ァ
ン
約
八
百
人
が
会
場
に
詰
め
か

け
、
米
持
さ
ん
一
行
約
七
十
名
が
繰

り
広
げ
る
民
謡
や
踊
り
に
、
盛
大
な

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
米
持
さ
ん
は
シ
ョ
ー
の
経

費
も
ご
負
担
さ
れ
た
ほ
か
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
対
し
て
も
、
五
万
円

を
ご
寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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関
谷
芳
明
く
ん
一
級
合
格

　
　
　
　
　
第
91
回
商
工
会
珠
算
検
定

秘

　
第
91
回
商
工
会
珠
算
検
定
（
六
月

十
四
日
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
）
で
、
松

代
小
学
校
六
年
の
関
谷
芳
明
君
（
松

代
）
が
見
事
一
級
に
合
格
し
ま
し
た
。

一
級
と
な
る
と
大
変
難
し
い
よ
う
で
、

関
谷
君
も
三
回
目
の
挑
戦
で
合
格
し

た
も
の
で
す
。
そ
の
分
、
喜
び
も
ひ

と
し
お
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
と
思
い

ま
す
。
上
の
段
位
を
目
指
し
て
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空

　
昨
年
、
新
し
く
結
成
さ
れ
た
松
代

高
等
学
校
の
空
手
愛
好
会
（
顧
問
、

阿
部
祐
子
先
生
）
が
、
今
、
県
内
で

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
三
～
四
日
に
行
わ
れ
た
「
県

高
校
総
合
体
育
大
会
」
で
、
男
子
団

体
型
の
部
で
三
位
に
入
賞
し
、
六
月

二
十
～
二
十
一
日
の
北
信
越
高
校
総

合
体
育
大
会
で
は
、
男
子
個
人
型
の

部
で
、
柳
伸
宏
（
松
代
清
栄
や
）
さ

手
愛
好
会

　
ん
が
4
位
に
入
賞
す
る
な

　
ど
大
活
躍
を
し
ま
し
た
。

　
　
同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、

　
ま
だ
高
校
二
年
生
で
、
夢

　
は
全
国
大
会
出
場
と
の
こ

　
と
。
今
後
の
活
躍
が
期
待

　
さ
れ
ま
す
。

後
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

と
思
い
ま
す
。

　
な
お
今
回
、
二
級
に
柳
真
梨
子
さ

ん
（
松
代
）
、
三
級
に
大
野
友
斉
君

（
千
年
）
、
鈴
木
健
志
君
（
松
代
）
、

鈴
木
可
奈
子
さ
ん
（
松
代
）
、
鈴
木

麻
子
さ
ん
（
松
代
）
、
中
村
茜
さ
ん

（
松
代
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
合
格
し
て

い
ま
す
。

》
練
習
に
励
む
空
手
愛
好
会
の
皆
さ
ん

　
写
真
中
央
が
柳
伸
宏
さ
ん
、

懸轡　擁㌔、嚢
　　鍵　　　 馨麹

の
祭

な
育

まだ嫁入‘

に一一。松

7佑か黛
脅　《み

　　　コ
』ナ吻／

羅の鐵一雛一の写真纏蓬幾墨ぽま

雛遡騒欝．滋報徽ま驚お爾繕出く躍

蕊驚幾さんの撮黎難家族等の写
糞巻掲載穆蒙輩の懸。お気軽礁お
寄懸戴躍邊麟、。

礁
欝

　
嚢
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、

O

　
私
達
が
今
の
江
戸
川
区
に
住
み
始

め
た
頃
は
、
池
も
あ
り
、
小
川
も
あ

り
、
畑
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
辺
は

金
魚
の
産
地
で
す
の
で
、
あ
ふ
れ
出

し
た
と
思
わ
れ
る
金
魚
や
メ
ダ
カ
等

も
小
川
に
は
泳
ぎ
、
池
に
は
初
め
て

見
る
ザ
リ
ガ
ニ
、
松
代
で
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
珍
物
ま
で
見
ら
れ
、
都
会

で
は
想
像
も
で
き
な
い
風
景
で
し
た
。

お
か
げ
で
子
供
達
は
泥
ん
こ
に
な
っ

て
遊
ぶ
事
も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
長

男
も
二
十
八
歳
に
な
り
ま
す
が
、
．
楽

し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
様
で
、

時
々
話
を
し
て
は
大
笑
い
を
し
て
い

ま
す
。

　
そ
ん
な
区
内
も
、
ど
ん
ど
ん
開
発

右側が西正トミさん
（江戸川区在住・松代又兵衛）

西
　
正

が
進
み
、
小
川
は
ふ
た
を
さ
れ
道
路

と
な
り
、
池
は
住
宅
に
変
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
、
子
供
達
は
大
人
が

造
っ
た
公
園
が
、
唯
一
の
遊
び
場
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
幸
い

「
松
代
」
と
い
う
大
自
然
の
中
で
育

ち
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
素
晴
ら
し
い

感
動
を
、
今
も
昨
日
の
様
に
感
じ
る

事
が
で
き
る
事
を
一
生
涯
の
宝
物
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
長
く
寒
い
冬
か
ら
、
雪
の
下
で
、

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
流
れ
る
水
の
音
、

雪
と
土
の
少
し
の
間
か
ら
「
春
だ
！
」

と
顔
を
出
し
て
い
る
ふ
き
の
と
う
。

ま
た
夏
に
は
、
蝉
の
声
し
か
聞
え
な

い
の
ど
か
さ
を
心
か
ら
感
じ
、
虫
の

卜
　
　
ξ
、

音
と
共
に
や
っ
て
来
る
秋
。
き
の
こ

採
り
、
栗
拾
い
等
、
楽
し
さ
の
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
反
面
、
大
変

な
冬
仕
度
の
忙
し
さ
、
真
冬
の
雪
お

ろ
し
等
も
子
供
心
な
が
ら
忘
れ
て
は

い
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
四
季

を
通
じ
て
自
然
と
上
手
に
付
き
合
っ

て
生
活
し
て
い
る
う
ち
に
、
　
「
生
涯

忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
で
き
る
心
」
を

自
然
が
与
え
て
く
れ
た
様
な
気
が
し

ま
す
。
故
郷
を
思
う
度
に
松
代
に
生

ま
れ
た
事
に
幸
せ
を
感
じ
、
　
「
大
自

然
に
感
謝
！
」
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
ふ
る
里
は
、
遠
く
に
あ
り
て
思

う
も
の
、
ふ
る
里
の
山
は
美
し
き
か

な
」
こ
の
年
に
な
り
、
し
み
じ
み
こ

の
詩
の
心
情
を
感
じ
て
い
る
こ
の
ご

ろ
で
す
。
松
代
生
活
よ
り
、
東
京
生

活
の
方
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
、

一
番
親
し
く
、
長
く
お
付
き
合
い
を

し
て
い
る
の
は
松
代
小
学
校
時
代
の

級
友
た
ち
で
す
。
み
ん
な
が
都
内
に

住
ん
で
い
る
訳
で
も
な
い
の
に
、
会

う
機
会
を
つ
く
り
出
し
て
は
、
二
時

間
余
も
電
車
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
、

誰
も
苦
に
せ
ず
集
ま
る
の
で
す
。
こ

れ
も
望
郷
の
心
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

7月25日出
　　午後1時30分～

町総合センター
國
撚

歴史に学ぶ日本の進路

となり近所V　＼へ
　お誘い合わせの上

》　　おし1でください。

　
　
　
業
指
　
防
席
　
　
踊
難

宮田洋

1940年生まれ。1964年に防衛大学卒

海上自衛隊幹部学校（旧海軍大学

幕僚課程）を卒業。

防衛庁海上幕監部、あやなみ艦長、

庁統合幕僚会議事務局、護衛隊軍首

幕僚、第2護衛司令、幹部学校主任

研究開発官（旧海軍大学の先生）

を経て、現在に至る。

※幕僚……作戦本部の指揮

　　　　をする幹部
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じ
リ
コ
ニ

叉
　
粥
藻
7

　
　
　
　
　
　
ゲ
蟻

　
　
法
　
．
．

松
之
山
郷
俳
句
大
会

　
　
兼
題
　
苗
売

　
　
　
　
　
夏
め
く

夏
め
く
や
村
を
つ
ら
ぬ
く
澁
海
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

夏
め
き
し
野
の
草
の
中
六
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

山
の
色
野
の
色
い
よ
よ
夏
め
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

苗
売
の
前
掛
に
あ
る
大
財
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

夏
め
く
や
明
け
放
た
れ
し
大
伽
藍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

苗
売
の
観
光
バ
ス
の
中
に
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
つ
お

農
協
の
玄
関
前
に
苗
を
売
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

苗
売
の
ト
マ
ト
は
す
で
に
ト
マ
ト
の

香
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
鳴

苗
売
女
分
校
ま
で
も
尋
ね
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
子

夏
め
く
や
若
き
農
婦
の
野
良
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

夏
め
く
や
光
り
て
落
つ
る
岩
清
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

　
　
　
　
　
た

よ
ろ
ず
屋
に
長
け
て
茄
子
苗
売
れ
残

る
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

苗
売
の
品
数
多
く
ま
よ
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
つ
ぎ

鎌
を
磨
ぐ
田
の
面
の
影
や
花
卯
木

苗
売
に
馴
染
み
の
ご
と
く
呼
ば
れ
け

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

夏
め
く
や
竹
竿
売
の
声
透
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

苗
売
の
一
週
間
の
仮
店
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

夏
め
く
や
赤
い
ス
カ
ー
ト
膝
が
し
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

苗
売
の
く
わ
え
煙
草
の
小
半
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍

閉
校
の
今
年
最
後
の
燕
の
巣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕

　
　
　
　
ぜ
ん
ま
い

短
歌
薇
採
り

　
　
　
　
　
　
草
野
和

薇
採
り
ゆ
く
汗
た
ら
し
つ
つ

び
し
崖
の
薇
ぽ
き
ぽ
き
と
折
る

人峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

山
桜
ほ
の
か
に
咲
き
し
屋
根
に
来
て

両
の
足
を
ぐ
っ
と
踏
み
し
め
良
く
伸

咲
き
こ
ぼ
る
る
山
桜
の
枝
に
つ
か
ま

り
て
薇
採
り
ゆ
く
吾
れ
が
こ
の
春

今
日
ひ
と
日
薇
い
か
程
採
り
し
か
と

襟
撫
替
ゆ
れ
ば
癖
母
は
尋
ぬ
る

瘡
宗

霧
・

や
対

油
面

春

《
，
．繁灘
奎驚一・

墾鮒，，描
・勢　　　　餉）乏勿

　　　　　v

燧驚廷んた
　φマz㌧一　＼9”
。かて靭冷

☆
咳

○’多

　
∋ ＼

・
斎

ゆ
●

ゲ
ー
“

　
●
一
‘
o

ゆ

乙吻

凸
．

○

庭
の
葉
恭

　
　
諺
鍵
鞭
隷
霊
嚢
繋
羅
騨

　
コ
バ
ル
ト
色
の
花
が
雨
に
映
え
、

梅
雨
空
を
明
る
く
す
る
、
日
本
原
産

の
園
芸
種
で
あ
る
。

　
房
総
、
伊
豆
半
島
、
伊
豆
七
島
な

ど
の
海
岸
に
あ
る
日
本
原
産
の
ガ
ク

ア
ジ
サ
イ
が
母
種
と
な
っ
て
改
良
さ

れ
た
園
芸
品
で
、
野
生
に
は
な
い
。

　
花
は
初
夏
大
き
い
球
状
の
散
房
花

序
に
つ
く
。
　
一
つ
の
花
は
装
飾
花
か

ら
な
り
、
四
～
五
片
の
が
く
片
が
大

き
く
、
淡
青
紫
色
で
花
弁
様
に
な
っ

て
い
る
が
、
本
物
の
花
弁
は
非
常
に

小
さ
い
。
ア
ジ
サ
イ
は
中
国
か
ら
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
西
洋
ア
ジ
サ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
ヤ
　
　
ペ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
カ
　
　
ノ
ィ

ド
ラ
ン
ジ
ア

と
改
良
さ
れ

日
本
に
逆
輸

入
さ
れ
て
い

る
。

　
　
出
題
　
十
段
　
武
宮
正
樹

黒
先
白
死
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
…
五
目
ナ
カ
デ
。

3
分
で
2
級
、
1
分
以
内
で
有
段

者
。

o畜旱謬a回ユ9蕾’ア1ラユZ日o譜4

手目豆ユ9へε蓄宰にlz日’」鰐士〉
彙コ譜4羊爵ギ卒（∂1蓄〈鵠ヨr葺睾〉

セ

9



7月26日は

役票日です・。

　
　
　
投
票
万
法
に
気
を
つ
け
て
！

★
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
φ

　
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

☆
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
⇔

　
政
党
等
の
名
称
を
書
き
ま
す
。

　
〈
注
意
〉
逆
に
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。

当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合

囹
当
日
投
票
所
へ
行
け
な
い
場
合

　
不
在
者
投
票
所
は
松
代
町
役
場
（
二
階
一
般
休
憩
室
）
で
、
7
月

8
日
か
ら
7
月
2
5
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
投
票
時
間
は
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
投
票
日
の
当
日
、
出
稼
ま
た
は
旅
行
・
出
張
等
で
投
票
所
で
投
票

で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

耶盛嵩鍛羅
　　　　　藤細牧夫

龍
の
5
ッ

困
だ
ウ

。
。
柄
穿

妬
妬
o

。
。
θ
套
苺

O
O

O
な固投の極1ご’　　彦負んどあ
のじ票日行ぞ　　し7ご）収
よ日日と　　　マ困し
　　醒　　　　だた

大
丈
夫
だ
よ

　
　
　
　
　
　
／

不
在
老
投
票

が
あ
る
牟
う
繋
ぴ
．
，

　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
、

不
在
老
投
票

投
曇
吊
日
ル
剛
に

馨
．
垂
番
　
ぎ
儒

な
ん
マ

綱
鰐
ρ
…
…
…
…
…
…
“
…
一
四
．
捌

一
丁
プ
る
し

　
　
　
　
　
腿

∠
イ
ー
　
1

　
　
　
　
　
　
魍

爪
ン
ト
便
利

投
票
区
と
投
票
所

　
投
票
区

第
1
投
票
区

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
2524232221201918171615141312111098765432

〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃　ノノ　〃　〃　〃　〃　〃　，，　〃　〃　〃　ノ，〃〃　　〃

　
投
　
票
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
　
域

松
代
第
一
区
民
会
館
　
　
　
　
　
松
代
、
小
屋
丸

蓬
平
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓬
平

清
水
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
、
会
沢

桐
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
桐
山

池
尻
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
池
尻

池
之
畑
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
池
之
畑

下
山
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
下
山

海
老
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
、
東
山

孟
地
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
孟
地

滝
沢
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
片
桐
山
、
滝
沢

北
山
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
倉
、
仙
納

蒲
生
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
名
平
、
蒲
生

儀
明
保
健
福
祉
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
明

寺
田
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
寺
田

莇
平
転
作
促
進
研
修
セ
ン
タ
i
　
　
　
　
　
莇
平

竹
所
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
竹
所

菅
刈
分
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
刈
、
田
沢

福
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
福
島

松
代
町
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー
　
　
室
野
、
奈
良
立

木
和
田
原
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
木
和
田
原

峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
濁
、
峠

千
年
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
年

松
代
町
総
合
体
育
館
　
｛
小
繹
翫
癖

犬
伏
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
犬
伏

苧
島
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
苧
島
、
中
子

囹
投
票
所
の
し
め
き
0
時
間
に
注
意

　
　
※
太
字
は
午
後
5
時
に
し
め
き
る
投
票
所
、
そ
の
他
は

　
　
　
午
後
6
時
の
し
め
き
り
で
す
。
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8月2日（日）は

軽スポーツでふれあいましょう

“だれにでもできて楽しいスポ

ーヅ’。そんな種目ばかり集めた

「ふれあいスポーツの日」を次

のとおり行います。みなさんの

健康づく｝）の友として、地域の

活性化への手助けとして簡単な

スポーツと仲良しになってみま

せんか。

・日時　8月2日（日）午前8時

　　　30分から（午前中）

・会場　総合体育館、町民グラ

　　　　ンド

・種目　①スマイルボーリング

　5人1組で順番にボールを転

がし、10本のピンを相手チーム

より早く倒した方が勝ち。

　②グランドゴルフ（個人戦）

　8個のホールポストを少ない

打数で終了した人が勝ち。

　③ペアタンク

　ニ組のチームが木製の標的球

をめがけて金属球を交互に投げ、

自チームの金属球をいかに標的

球に多く近づけるかを競います。

（3人対3人）

・表彰　三種目とも1位から3

　位まで表彰します。

・申し込み　総合体育館内事務

　局（7－3752）へ直接申し込ま

　れるか、回覧で回る申し込み

　用紙に記入し事務局へお届け

　ください。

・参加料　無料

お待ちかね

町営プールオープン〃

　夏のスポーツの花形はなんと

いっても水泳です。

　町営プールがオープンしまし

た。水泳で暑さなんかブッとば

せ。そして、あなたの体力づく

りにプールをご利用ください。

・プールを利用できる時問

①午前9：00～午前11：00

②午後O：00～午後2：00

③午後2：30～午後4：30

・プールの利用料金

　大人と高校生……200円

　中学生以下の子ども…・100円

※管理人の指示に従い、楽しく

　泳ぎましょう。

●　●

「二級ボイラー技士」に限り本年度第2回目の出張特別試験が来る11月

15日（日）、新潟市及び柏崎市で行われることとなりました。

　このため本年度後半の二級ボイラー技士免許試験の受験資格講習であ

る「ボイラー実技講習」を下記のとおり実施することとしましたので受

講されますようご案内いたします。

会　場 期　　　　　日 開　催　場　所 ｛　　　　口
疋　　貝

新潟1 8月18日（幻・19日㈲・20日休）
県立新潟工業高校

　（新潟市小新白鳥10804）

一般　15名

学生　45名

新発田 8月26日＠拘・27日休）・28日（金）
県立新発田南高校

（新発田市大栄町3－6－6）

一般　15名

学生　75名

長　岡 9月4日㈹・5日（土）・6日（日）
中越婦人会館

（長岡市城内町3－4－6）
一般100名

新潟II 9月9日㈹・10日休）・11日（金）
タチバナビル
（新潟市東大通2－2－18） 一般100名

申し込み・問い合わせ一㈹日本ボイラー協会新潟支部　盈025－245－7535

11

技能向上セミナーのご案内

○図面の見方　7月20日（月）～

　7月23日㈲　夜18：00～21：00

0ワープロ初級　7月31日（金）～

　8月1日（土）昼9：00～16：00

　受講料は1，000円です。

○仕事の教え方　企業のご希望

　に合わせて実施します。

○人の扱い方　事業所単位10

　名でお申込みください。

　受講料は2，000円です。

※詳しくは、上越テクノスクー

　ル（智0255－23－7821）へ。
．，III91Il一一歴一1”11．一一一1”Il一，lgo随ll。一IIII－1』一，lolI－91一，，5．”lo．．6Ilo’閣h、II－1－1し一。lll，’賜閣”ol川1』一15“●閣1．．一III’1』。191髄1』．

1言　　夕一ン就職ガイダンスl

l　　　　　　　開催のお知らせ1

ンと　き：8月14日㈹　　　　 ｝

1　　　　午前10時～午後3時l

lところ：観光物産センター　1

～　　　　（上越市藤野新田・リl

l　　　　一ジョンプラザ隣り）1

｝※詳しくは、ハローワーク上｝

1　越（智23－6121）まで。　　1
II一”1』、一II－1一閣h，lgo，IIし一一・19陰．畦h，lllgII』，191”1』一『．591・閣1．一lo川9h，lo・，一1』、，臼9．59巳19－lll一駒o』一．9551・閣10，巳1－o－h巳。II，．11巳τ

　タ映えの郷施設利用者募集

　社会福祉法人上越頸城福祉会

（夕映えの郷）では、精神障害者

といわれる方たちも地域の中で

ごくあたりまえにさりげなく生

活していけるよう支援したいと

考え、次の3施設を設置・運営

していますが、各施設で利用者

を若干名募集しています。回復

途上にある皆さんの利用をお待

ちしています。

○援護寮「はまなす荘」

　定員20名　利用料38，000円

○福祉ホーム「ゆきわり荘」

　定員10名　利用料17，000円

○通所授産施設「夕映え耕房」

　定員20名　利用料16，000円

　施設利用以外にも、いろいろ

な悩みごとの相談に応じていま

す。お気軽にご利用下さい。県

からの委託を受けて、社会復帰

相談窓口を開設しています。

　利用申し込み、問い合わせ先

　〒949－31中頸城郡大潟町大字

　犀潟410－5社会福祉法人上越

　頸城福祉会　夕映えの郷

　小林、金井盈0255－34－3100
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　そのため、国税局・税務署で

は今年も、「税に関する高校生の

作文」　「税に関する中学生の標

語」を募集します。

　受付は高田税務署で行ってい

ますので、皆さんの応募をお待

ちしております。

～税に関する中学生の標語～

　1人1編
　締切日一9月7日（月）

～税に関する高校生の作文～

　1人1編（3千字以内）
　締切日一9月10日（木）

じ
ご
建

　この制度は、全国どこの建設

現場で働いても事業所に雇用さ

れた期間を通算して退職金を支

払うという、業界ぐるみの退職

金制度です。

　1日260円の掛金で退職金は

次のとおりとなります。

　松苧山周辺の松枯れに対する

松くい虫航空防除も3年目とな

り、今年の1回目が6月16日に

行われ、無事に終了することが

できました。町民の皆様のご協

力ありがとうございました。

　2回目を7月中に行う予定で

すので、再度のご協力をお願い

いたします。

年　数 退職金額
2　年 131，040円

5　年 382，758円

10　年 1，006，244円

20　年 2，958，870円

30　年 6，359，620円

37　年 10，237，478円

　この制度について詳しいこと

は、下記にお問い合わせ下さい。

　建退共新潟県支部

　新潟市新光町7－5新潟県建

　設会館内　智025（285）7111

菱
蓼、

騰

　税は、私たちが暮していくた

めの、いわば社会共通の会費で

あると言えましょう。

　このような、税の仕組みや使

いみちなどを、中学・高校生の

皆さんにも正しく理解していた

だきたいと思います。

◎
開
催
日

　
8
月
2
2
日
（
土
）
～
2
3
日
（
日
）
　
一
泊
二
日

◎
コ
ー
ス

　
十
日
町
市
ク
ロ
ス
ー
0
↓
大
島
村
菖
蒲
高
原
↓
安
塚
町
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
バ

　
レ
イ
（
宿
泊
）
↓
十
日
町
市
ク
ロ
ス
ー
0

◎
内
　
　
容

　
大
島
村
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
ー
）
と
安
塚
町
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス

　
H
）
で
、
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら
得
点
を
競
う
。

　
夜
は
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
の
夕
食
パ
ー
テ
ィ
ー
。

◎
賞
　
　
品

　
一
位
…
…
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
ー
1
ー
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
年
分

　
　
　
　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
H
”
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
ニ
台

　
二
位
～
五
位
…
…
各
コ
ー
ス
と
も
旅
行
券
　
ホ
テ
ル
宿
泊
券
な
ど

　
そ
の
他
…
…
各
コ
ー
ス
と
も
飛
び
賞
な
ど
、
す
て
き
な
賞
品
多
数

◎
応
募
要
領

①
募
集
人
数

②
参
加
資
格

③
参
加
費

④
募
集
期
間

⑤
応
募
方
法

⑥
そ
の
他

〈
あ
て
先
〉

お
問
い
合
わ
せ

一
チ
ー
ム
ニ
人
　
二
〇
〇
人
（
一
〇
〇
チ
ー
ム
）

小
学
生
以
上
（
た
だ
し
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

一
チ
ー
ム
一
五
、
O
O
O
円
（
宿
泊
料
込
み
）

平
成
4
年
7
月
6
日
～
7
月
2
0
日
（
必
着
）

官
製
は
が
き
に
、
参
加
者
二
人
の
①
住
所
（
郵
便
番
号
）
、

②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
性
別
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
二
人

の
関
係
、
⑦
代
表
者
の
氏
名
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。

7
月
2
5
日
ま
で
に
直
接
代
表
者
に
通
知
し
ま
す
。

〒
9
5
0
　
新
潟
市
新
光
町
4
番
地
1

　
　
　
　
　
　
新
潟
県
庁
　
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

　
H
O
二
五
i
二
八
五
－
五
五
一
一
（
内
線
二
四
〇
六
）
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韓

敷繍

難奪奪

　東頸城広域組合では、21世紀

を担うフレッシュな力を求めて

います。やりがいのある職場で、

あなたの能力を発揮してみませ

んか！

・職　　種

　一一般事務

・採用予定人員

　若干名

・応募資格

　昭和39年4月2日から昭和50

　年4月1日までに生まれた者

　で平成5年3月卒業見込者を
　含む。

・申込期日

　平成4年8月12日（水）

・申込場所及び問い合わせ先

　東頸城広域組合　総務課

　丁942－11

　東頸城郡大島村大字岡3320－2

　電話02559（4）3336

　防衛庁では陸・海・空の自衛

官を募集しています。

・身　　分　特別職国家公務員

・応募資格　18才以上27才未満

　　　　　の男女
・受　　付　年間を通して行っ

　　　　　ております。但し

　　　　　来春高卒予定者は

　　　　　7月1日から。
・給　　与

　　初任給月額142，800円

　　9ヵ月後156，500円

　　ボーナス年3回5．45ヵ月分

・問い合わせ市町村役場又は高

　　　　　　田募集事務所

　　　　　盈0255－23－5519
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　　困っマいます、大きなゴミ／
Ill“”IIIII”IIII”III”Ill””1川Ill”Illl”lllII”川1“”ll川ll””III”lll”llIIIll1”IlllIlllI”1”1””1””llll”II1“IIII”II”llIIIlllllIIIIl”Ill”1”II”III”IllllIII”lll”101

　新ゴミ処理場（クリーンセンター）が4月から本格的に稼動してい

ますが、収集したゴミの質、大きさの処理に大変困っています。特に

大きいゴミは、投入口でつかえてしまい中へ入っていきません。

　ゴミを出す時は、次の事項を守っていただくようお願いします。

①収集ゴミの大きさは最大50cm（大きなゴミは収集しません）

②布団、毛布等は出さないでください。（出す場合は50cm以下にするこ

　と）

③空カン、ビン類等不燃物の混入に注意してください。

④水きりを徹底してください。

⑤危険物収集日には、燃えるゴミは混ぜないようにお願いします。

　空きカン、空きビン等の不燃物

　の混入は焼却炉を傷つける大き
圃，　　　　　　　な原因となり、

　　…●　　　　　大変困っています。

　　　ジ　　　　　　　くれぐれも注意

ロ夢子r　　してください．
　　　ス

最大の大きさを

守りましょう

　　　、

50cm
m
＼

　　／50cm
一50cm

　ε

　「これがおりがみ！？」と驚く

ような、意外性をもったおりが

みを見たり、おりがみを実際に

折ったりして、おりがみの楽し

さや、おもしろさを体験しても

らうことを目的として「おもし

ろおりがみ展」が開催されます。

期間　8月1日（十）～8月23日（日）

会場　リージョンプラザ上越

内容①おもしろおりがみ作品展

　　　びっくり恐竜折り紙

　　　ミニチュア折り紙

　昆虫と海の生きものたち

　これが千羽鶴だ

②折り紙チャレンジひろば

③ちびっこ折り紙大集合

④ギネス級！巨大恐竜折り

　紙に挑戦（8月1日）

⑤小学生恐竜折り紙大会

　　　　　　（8月5日）
　　　一ト、（
　　　免㌻
　　　滋／

　　　／ノ＼

蓄鷲…

第42回社会を明るくする運動

「ふれあいと対話が築く

　　　　　　　明るい社会」

　毎年7月は「社会を明るくす

る運動」の強調月間です。

　本年度の重点目標は「少年の

非行防止と更生のため、地域住

民の理解と参加を求める」です。

犯罪や非行のない明るい社会を

築くため一人一人が力を合わせ

ましょう。

　7月24日㈹午後5時より新潟

総合テレビで映画「風のみた少

年」が放映されますので、ご覧

ください。

　警察では、8月中1ヵ月間「行

方不明の人を捜す巡回相談所」

を開設します。

　皆さんの家族や知り合いの人

で消息が知れずお困りの方は、

是非とも相談においでください。

○巡回相談所（AM9時～PM7時）

　8月5日（水）

　上越北警察署（盈43－3121）

○常設相談所（AM9時～PM5時）

　県警察本部鑑識課

　費284－3131　内線2537・2538
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探しています
山賀広恵さん（小荒
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簾
韓榔

欝
響

　
私
が
松
代
に
帰
っ
て
来
て
、
も
う

じ
き
一
年
に
な
り
ま
す
。
帰
っ
て
来

る
前
は
、
岐
阜
の
会
社
で
掛
軸
の
絵

を
描
く
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
今

は
、
家
で
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
ま

す
。　

会
社
を
辞
め
て
一
番
困
っ
た
の
は
、

こ
れ
か
ら
は
職
業
欄
に
何
て
書
け
ば

い
い
ん
だ
ろ
う
と
い
う
事
で
し
た
。

住
所
氏
名
年
齢
と
き
た
ら
、
後
に
く

る
の
は
職
業
で
す
。
学
生
さ
ん
は
学

生
で
す
。
今
ま
で
は
「
会
社
員
」
で

し
た
が
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も

会
社
を
や
め
た
わ
け
で
す
の
で
、
も

う
「
会
社
員
」
と
は
書
け
ま
せ
ん
。

「
自
営
業
」
と
書
い
て
い
た
人
も
い

た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
は
違

う
気
が
し
て
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
帰
っ
て
来
た
ば
か
り
の
頃
は
、

「
家
事
手
伝
い
」
と
書
い
た
り
、
何

も
書
か
な
か
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
何
も
書
か
な
い
と
無
職
み
た

い
で
い
や
だ
し
、
肩
書
が
分
か
ら
な

か
ろ
う
と
一
応
仕
事
は
し
て
い
る
し
、

「
家
事
手
伝
い
」
も
し
て
い
な
い
わ

け
で
も
な
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
違
う

な
と
。

　
そ
こ
で
思
い
出
し
た
の
が
、
国
勢

調
査
の
時
に
書
け
と
言
わ
れ
た
「
掛

軸
製
作
」
と
い
う
や
つ
で
す
。
も
う

そ
の
ま
ま
、
な
ん
で
す
が
。
で
も
、

こ
れ
は
書
き
に
く
い
の
で
気
に
入
っ

て
な
い
ん
で
す
。
気
に
入
る
の
い
ら

な
い
の
と
い
う
問
題
で
は
な
い
か
も

。
し
れ
ま
せ
ん
が
、
書
く
時
に
思
わ
ず
、

も
っ
と
い
い
言
い
方
な
い
か
な
あ
と

手
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
絵
を

描
い
て
い
る
と
言
う
と
、
何
か
す
ご

い
事
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て

し
ま
う
み
た
い
で
、
困
っ
て
し
ま
う

事
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
は
、

ち
ゃ
ん
と
教
え
て
も
ら
え
る
か
ら
誰

に
で
も
や
れ
る
仕
事
な
ん
だ
と
説
明

し
た
り
す
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う

面
倒
を
省
く
の
に
も
「
会
社
員
」
は

便
利
な
肩
書
で
し
た
。
惜
し
い
モ
ノ

を
失
く
し
た
も
ん
で
す
。

　
　
さ
て
、
先
の
事
を
あ
ま
り
考
え
な

　
い
私
で
す
が
、
取
り
あ
え
ず
こ
の
仕

事
は
ま
だ
続
け
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
職
業
欄
に
す
ら
っ
と
書

け
る
肩
書
が
ど
こ
か
に
な
い
も
の
か

と
、
探
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

日團鋤園回
（5月26日～6月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

山賀浩一・岩船京子さん

　　　　　　（小荒戸・桶屋）

中村　功・関原博子さん

　　　　　　　（松代・浩屋）

ご冥福を祈ります（死亡）

　男　　2，508人　　（＋2人）

　女2，563人（＋1人）
　計5，071人（＋3人）
世帯数1，521世帯（±0世帯）

　出生1人　　死亡6人

　転入10人　転出2人

　　　　（4年6月末日現在）

一人ロの動き一

若井忠松さん　　　61歳

　　　　　　　（千年・池元）

高橋政市さん　　　76歳

　　　　（小荒戸・はしごだ）

石田カネさん　　81歳

　　　　　　（苧島・古屋敷）

鈴木キクさん、　80歳

　　　　　　（松代・吉五郎）

佐藤ミヨさん　　　77歳

　　　　　　　（竹所・中村）

oこわず

圖
園
圏
圃

▼
「
う
る
う
秒
」
と
い
う
の
を
、
ご
存

じ
で
し
よ
う
か
？
「
う
る
う
年
（
日
）

と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
、
う
る
う
秒
も

同
じ
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
」
と
、
ご
く
単

純
に
考
え
る
人
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
そ
の
と
お
り
で
す
。
世
界
標

準
時
を
刻
む
原
子
時
計
と
、
地
球
の
自

転
と
の
微
妙
な
ず
れ
を
修
正
す
る
た
め

に
「
う
る
う
秒
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
日
本
時
間
の
七
月
一
日

午
前
八
時
五
十
九
分
五
十
九
秒
と
八
時

六
十
分
ち
ょ
う
ど
の
間
に
、
通
常
に
は

存
在
し
な
い
「
五
十
九
分
六
十
秒
」
が

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
▼
「
一
秒
、
得
し

た
気
分
で
冷
た
い
ビ
ー
ル
で
も
」
と
思

っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
厚
生
省
か
ら
日

本
人
の
平
均
寿
命
が
約
二
・
五
ヵ
月
も

延
び
た
と
発
表
が
あ
り
、
そ
ん
な
気
持

ち
も
泡
（
バ
ブ
ル
）
の
ご
と
く
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
　
「
一
秒
く
ら
い
で
喜
ぶ

ん
じ
ゃ
な
い
よ
」
と
、
き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ
ん

の
高
笑
い
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。
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　　　　くち　　　　　と　　　　た

＊あいた口には戸は立たぬ

人びとのうわさ話のひろがりと

いうものは、いくらこれをおさ

えようとしてもおさえ切れるも

のではないといっこと。
　　　　くち　　　ふさ
＊あいたロも塞がれぬ

あきれ果てて、ものも言えない

ということ。現在では、あいた

口が塞がらないというように使
う。

　あいづち　　　う

＊相槌を打つ

人の話を聞きながら、同意を示

してうなずくこと。

．
．
脚
9
激
く

h
℃
も
い
き
●
ω
O
n

醐
並
中

判
涛
“
一
刊
N
血
O
皿

（
勘
並
一
回
謙
串
）

凝
⇒
＼
鼓
冷
田
」
蝋
ゆ
舶
顎
醇
談
翻

』
”
O
“
N
I
一
㎝
輩
紬
鋤
海
渦
燧
聾
螂
司
弾
冷
田
q
汁
柵
弦
冷
oo
N
㎝
N
昧
誉
一

　
　
噛
O
N
㎝
㎝
O
（
刈
）
N
N
N
O
　
閃
＞
図
O
N
㎝
㎝
O
（
刈
）
N
㎝
N
①


